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都市機能の集約化

低炭素型まちづくり

わたしのまちでも始まっています

公共交通機関の
利用促進等

緑・エネルギーの
面的管理・利用促進

※車輌や起動などに新しい技術が取り入れられた次世代の路面電車。
出典：国土交通省(都市の低炭素化の促進に関する法律)

　●病院・福祉施設、共同住宅
　　等の集約整備
　●民間等による集約駐車場
　　施設の整備
　●歩いて暮らせる
　　　まちづくり

建築物の
低炭素化

　●民間等の先導的な
　　低炭素建築物・住
　　宅の整備

●バス路線やLRT 等の整備、
　共同輸配送の実施
●自動車に関するCO2排出
　抑制

●NPO等による緑地の保全
　及び緑化の促進
●未利用地下熱水の活用
●都市公園・港湾隣接
　公園での太陽光発電
　　　蓄電池等の設置

イラストで見る
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エコドライブ＆エコカー普及事業がスタートしました！

省エネナビの貸出を行っています！

中小事業所向け節電アドバイザーを派遣します！

お問合せ先

長崎県環境部未来環境推進課 TEL 095-895-2512
ホームページ http://www.pref.nagasaki.jp/section/mirai/
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●スマートグリッド
　「スマート」は賢いこと。「グリッド」とは主に、電力網のこ
とを言います。「賢い電力網」というのが直接の意味です。
私たちの使う電力を安定に供給するためには、使う側と
送る側のバランスとタイミングを計ることがとても重要
になります。極端に言えば、使う量に応じて電力を作れば
無駄がありません。停電が多いアメリカで生まれたこの考
え方は、元々電力を安定供給できている日本ではぴんと
来ませんでしたが、近年の自然エネルギーや未利用エネ
ルギーといった、いわゆるグリーン電力を、今までの電力
網に接続するときに重要な考え方となります。
　グリーンエネルギーは「風任せ」の側面があり、不安定
な供給となります。これを安定供給されている既存の電
力網に接続する場合、バランスとタイミングが要求され
ます。これを IT を使って監理することで、様々なエネル
ギーをミックスしながら、安定供給することができるよう
になります。最近ではこの考え方を拡張して、医療、防災、
防犯、交通、教育などの情報もスマートグリッドのシステ
ムに取り込んで、都市全体を監理することも進められて
います。
 
 
 

●コージェネレーション
　「Co-generation」というのは、「共に作る」を意味しま
す。特にエネルギー供給システムでは、熱と電気を同時
に発生させ供給することから「熱電併給」と訳されます。
ガスや石油などのエネルギーでエンジンを駆動してモー
ターを回します。そのモーターから電力を取り出すことで
発電を行います。
　エンジンには対戦哨戒機に搭載されているものを使
うこともあります。エンジンの燃焼による熱が発生します
から、この熱で温水を作ったり冷水を作ったりすることが
できるため、全体としては大変効率の高いシステムとな
ります。また最近では、エンジンの変わりに燃料電池を
使ったシステムもあります。空気中の酸素と、都市ガスを
分解してい得られる水素を反応させて電力を作ります。
同時に発生する熱で温水を作ります。地域冷暖房で導入
されることも多く、また災害時の非常用発電機として代
用することも可能となります。

●地域冷暖房
　「District Heating and Cooling」といわれ、略称と
して「DHC」が使われますが、化粧品とは関係ありません。
異なる建物の冷暖房を連結して冷暖房プラントを集約し、
地域全体として効率の高い冷暖房を行うことをいいます。
　家庭では各部屋にエアコンやヒーターなどの、いわゆ
る「熱源」を個別に設置します。これらが外部と熱交換を
行ったり燃料を燃焼させて、夏は涼しく冬は暖かく室内
環境を作り出します。一方オフィスビル等の、いくつも部
屋があり冷暖房の需要も長時間である場合には、各部
屋をダクト等で連結し、ビルの地下あるいは屋上等に巨
大なクーラーやヒーターを設置することで、まとめた冷暖
房を行うことができます。そしてこの考え方をいくつかの
用途を持つ地域（街区とも言います）をひとまとめにして、
建物同士の冷暖房を連結することで、さらなる高効率を
目指すことが可能となります。特にターミナル駅等の商
業中心となる街区には、オフィスだけでなく商業施設、病
院、ホテルなど複合的な用途が重なるため、DHCによる
高効率化は、個別に冷暖房をするよりエネルギーコスト
が下がったり二酸化炭素排出量が削減されるなどのメ
リットが出てくる可能性が大きくなります。

●グリーン電力
　日本国内で供給されているエネルギーには、石油、石
炭、天然ガスといった、地下に眠る有限な資源と、水力、
風力、地熱などの主に地表をさまよう資源に分けられま
す。前者を使い続けるといつかはなくなってしまうと同時
に、二酸化炭素を放出します。後者は太陽が出続ける限
りほぼ無限となり、二酸化炭素の排出も大変少ない資源
です。グリーン電力とは、ほぼ無限と考えられていて、二
酸化炭素の排出がきわめて少ない資源で作られた電力
のことです。
　この電力は、日本国内の資源で作ることが特徴的でも
あります。長崎県五島市では、洋上風力発電の実証実験
が行われています。定常的に風が吹く場所では、その力
を利用して安定的な電力を供給する可能性があるため
海外の資源に依存しない、地産地消の二酸化炭素排出
の少ないエネルギーとして、これからの社会にとって大
変重要な電力とも言えます。

エコ

ワード

長崎県からのお知らせ

医療 交通 教育防犯 防災

12 13

12 13

世の中にあふれるエコワード
調べてみると、よく分かる！！

●家庭から排出される二酸化炭素のうち、燃料の種類別では、電気が47.7％、
　ガソリンが25.5％を占めています。（出典：温室効果ガスインベントリオフィス）

●長崎県においては、運輸部門からの二酸化炭素排出量が全体の３割以上を
　占めています。

●自動車を利用する際には、エコドライブを心が  
　け、温室効果ガス排出量削減にご協力ください。

●本事業では、各市町のイベントや大型商業施
　設の駐車場等において、ドライビングシミュ
　レーターを用いた模擬運転による体験やエコ
　カー展示などを行い、エコドライブとエコカー
　の普及につなげます。

●家庭の中で特に電気消費量が多いのは、冷蔵庫、照明
　器具、テレビ、エアコン、温水器の５つです。

●これらをはじめとする家電製品を上手に使うことで、効
　率的に節電することができます。

●日中のピーク時を避けて電化製品を使うことも、電力供
　給を保つために重要な方法です。

●県では、家庭の電気使用量を計測し、二酸化炭素排出
　量や電気料金に換算して、数値やグラフで表示するモ
　ニター装置「省エネナビ」を無料で貸し出しています。
（出典：全国地球温暖化防止活動推進センターHP）

●全国的に節電の機運が高まっている中、事業所等においても、節電は大きな関心ごとになっていると思われます。

●県では節電に積極的に取り組みたい事業所等に無料で専門家を派遣し、電気の使用状況や設備の運用方法を確
　認するとともに、事業所などに適した改善策の提案を行い、節電の取組を支援します。
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